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このたび、議員各位のご推挙を賜り、議長および
副議長の要職に就任することとなりました。

この未曽有の新型コロナウイルス感染拡大が始
まって、もうすでに 3 年が過ぎております。ようやく
明るい兆しが見えてきましたが、子育て支援、経済、
そしてデジタル化など多様な課題が山積しておりま

す。この寒川町においても、スピード感がある議会
運営が求められており、我々議員はこの課題解決に
取り組んでまいります。

今後とも、町民の皆さまにおかれましては町議会
に対し、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し
上げまして、就任のご挨拶といたします。

議　長
天　利　  薫

副議長
吉　田　悟　朗

委員会の構成が決まりました （◎：委員長　○：副委員長）

総務常任委員会 文教福祉常任委員会 建設経済常任委員会 東海道新幹線新駅
対策特別委員会

寒川北インターチェンジ
周辺 対 策 特 別 委 員 会 議会運営委員会

◎黒沢　善行 ◎佐藤　一夫 ◎横手　　旭 ◎岸本　　優 ◎関口　光男 ◎杉﨑　隆之
○茂内　久代 ○橋本　修一 ○山上　秀樹 ○山田　政博 ○柳下　雅子 ○栁田　　遊
山田　政博 柳下　雅子 青木　　博 山上　秀樹 青木　　博 山上　秀樹
栁田　　遊 岸本　　優 小泉　秀輔 佐藤　一夫 茂内　久代 山田　政博
杉﨑　隆之 吉田　悟朗 太田真奈美 小泉　秀輔 栁田　　遊 吉田　悟朗
天利　　薫 関口　光男 柳下　雅子 橋本　修一 杉﨑　隆之 黒沢　善行
山上　秀樹 山田　政博 橋本　修一 横手　　旭 吉田　悟朗
青木　　博 茂内　久代 杉﨑　隆之 黒沢　善行 太田真奈美
小泉　秀輔 栁田　　遊 関口　光男
岸本　　優

会派構成が変更になりました （○：会派代表者）

さむかわ自民党 大志会 フォーラム寒川 日本共産党 公明党

○吉田　悟朗 ○山上　秀樹 ○栁田　　遊 ○山田　政博 ○黒沢　善行
横手　　旭 茂内　久代 柳下　雅子 青木　　博 太田真奈美
杉﨑　隆之 佐藤　一夫 関口　光男 会派に属さない議員
岸本　　優 小泉　秀輔
天利　　薫 橋本　修一

寒川町議会 新しい議会構成が決まりました

新しい議会構成
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一 般 会 計 予 算 概 要

各 会 計 予 算 額

特　別　会　計　　 120億6,212万円 125億4,384万円 △3.8%
国民健康保険事業 48億2,257万円 48億4,460万円 △0.5%
後期高齢者医療事業 12億1,450万円 11億4,672万円 5.9%
介護保険事業 37億7,344万円 37億2,448万円 1.3%

下水道事業（公営企業会計） 22億5,160万円 28億2,804万円 △20.4%

合　　　　計 293億8,712万円 275億2,984万円 6.7%

一　般　会　計

区　　分

173億2,500万円 149億8,600万円

令和5年度予算額 令和4年度予算額 前年度伸率

　15.6%

令和 5 年度予算を徹底審査しました

一

般
財
源

特
定

財

源

歳　出
173億
2,500万円

歳　入
173億
2,500万円

その他（2.1%）
3億6,222万円 議会費（1.2%）

2億1,128万円

衛生費（9.8%）
17億269万円

※金額と構成比（％）は、表示単位未満を四捨五入しています。

民生費（35.5%）
61億5,219万円

総務費（11.0%）
19億507万円

土木費（14.8%）
25億6,446万円

教育費（14.9%）
25億8,154万円

農林水産業費(0.8%)
1億4,076万円

公債費（6.0%）
10億4,425万円

消防費（4.6%）
8億131万円

県支出金（6.9%）
12億86万円

地方消費税交付金（5.7%）
9億8,000万円

町債（9.4%）
16億3,360万円

その他（2.2%）
3億8,873万円

町税（50.4%）
87億3,370万円

国庫支出金（13.0%）
22億5,046万円

諸収入（4.6%）
7億9,243万円

繰越金（1.6%）
2億8,000万円

繰入金（4.2%)
7億3,127万円

その他（1.9%)
3億3,395万円

予算特別委員会特集
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Q　土地利用計画や資金計画ができ
ることで費用が明確になると考える。
積立金の予算の算出根拠は。
A　新駅設置費用や負担割合が確定
していない中、他の請願駅事例から
町も一定額の負担が必要であると考
え、5,000万円の積み立てを予定し
ています。今後、新駅設置に密接に
関わるまちづくりの事業費などが明
確になってきたときに、改めて積立
額等を決めていきたいと考えていま
す。

Q　下水道使用料が今後段階的に引
き上げられる予定になっている。都
心と比べて人口密度が低い町では、
厳しい受益者負担となるため、経費
回収率100%を目指すのは難しいと
思うが、町の見解は。
A　下水道事業を持続可能とするた
めには、計画に基づいた適正な維持
管理や耐震化を実施する必要があり、
下水道使用者に負担をお願いする受
益者負担の考え方に基づき、回収率
100%を目指す予定です。

下
水
道
使
用
料
改
定
に
関
し
て

町
の
政
策
の
方
向
性
を
問
う

栁田　遊　副委員長
（フォーラム寒川）

東
海
道
新
幹
線
新
駅
整
備
基
金
積
立
金
の

予
算
の
算
出
根
拠
は
適
正
か

令和 5 年第 1 回定例会 3 月会議では、6 名の委
員で構成する予算特別委員会を設置し、令和 5 年
度一般会計予算および 4 特別会計予算を、慎重に
審査しました。

≪審査意見書より抜粋≫

国内景気は、ウィズコロナの下で、各種政策の効
果もあって持ち直してゆくことが期待されている中、
令和 5 年度一般会計予算および 4 特別会計予算の
総額は、対前年度比で増となった。

国・県補助金の獲得を積極的に図るなど、財政の
健全化に向けた取り組みは評価するものの、発行債
と償還元金を比較するとプライマリーバランスは赤字
となった。

歳出では、自治体 DX 推進業務委託、町の花「す
いせん」制定 50 周年記念事業の計上、障がい福祉
サービス利用者の増加や国の出産・子育て応援事業
の実施に伴う予算の増額など、町民生活に直結する
施策に予算が計上されていることは、大いに期待す
るものである。

その他、多くの投資的経費となる事業予算が計上
されていることにおいても、町総合計画に基づく将
来への投資を着実に進めているものと捉え、大いに
評価できるものである。

予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された
委員の意見等を十分に配慮し、「寒川町総合計画
2040 第一次実施計画」で取り組むべき事業を着実
に推進していただきたい。そして、施政方針で町長
が述べた、「町民の皆さまの生命や財産を守る体制
の強化や次代を担う子どもたちが夢や希望を持ち笑
顔で暮らし、「住み続けたい、住んでみたい」と思わ
れるまちづくり」に向け、全職員が一丸となって取り
組むよう要望し、審査意見とします。

予算特別委員会

岸本　優　委員長
（さむかわ自民党）

本会議の映像審査意見書全文
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Q　給食センター維持管理経費の予
算額が物価高騰を加味しても増えて
いる。現在の自校方式とセンター方
式のコスト比較はどうか。
A　参考値としては給食センター方
式のコストの方が高くなっています。
しかし、自校方式では光熱水費等維
持管理経費の一部が省かれているこ
と、人員体制が異なること、センタ
ー方式としては、初年度の予算計上
となること等から、単純に比較する
ことは適当ではないと考えます。

Q　国では、公立中学校の部活動の
地域移行に向けた動きが本格化して
いる。町の対応は。
A　部活動の地域移行にあたっては、
地域での受け皿や活動場所、大会の
在り方、保護者負担、財源の確保な
ど多くの課題があります。そのため、
国の支援策などにも注視しながら、
町の実情に合った方向性や環境整備
について、関係各課、関係団体との
連携を密に図りながら、共に研究を
進めます。

Q　財政調整基金の適正額は予算の
1割から2割程度が適当ということ
だが、予算からすると多いのではな
いか。町民福祉の向上のために、よ
り多くの財政調整基金を活用すべき
と考えるが、町の見解は。
A　財政調整基金は、年度間の財政、
財源の不均衡を調整する機能のほか、
災害対応などの不測の事態に備えて
おく必要があります。事業の優先順
位を見ながら、真に町民の福祉の向
上につながる施策を展開します。

町
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

財
政
調
整
基
金
の
活
用
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

維
持
管
理
経
費
の
算
出
は
妥
当
か

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た

町
の
体
制
を
問
う

山田　政博　委員
（日本共産党）

茂内　久代　委員
（大　志　会）

「
親
な
き
後
」
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
問
う

Q　親は、障がいのある子の将来に
対する不安があると思う。不安を解
消するための町の取り組みは。
A　親なき後を支援する方々を対象
とした講座を、地域福祉の担い手で
ある町社会福祉協議会が開催してい
ます。地域との連携強化にもつなが
り、障がいへの理解も図られること
から、引き続き町も親なき後をテー
マとした講座や講演の開催について
積極的に協力していきたいと考えま
す。

給食センター完成イメージ図

予算特別委員会特集　〜審査意見・各委員総括質疑〜
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寒川駅前公園西側の歩行者専用道路

Q　ごみ・資源物の収集処理の試験
運用を実施した中で、ごみ出し時間
や置場の管理に伴う精神的負担など、
町民からさまざまな意見を受け、町
が課題として捉えていることは。
A　1番の課題は資源物置場である
と認識しています。生活スタイルが
多様化したことで、自治会や衛生指
導員による管理・指導の継続が難し
いなどのご意見がアンケートにあり
ましたので、今後は解消に向けて見
直しを進めていきたいと考えます。

Q　にぎわい創出のために、寒川駅
北口の歩行者専用道路を活用すべき
と考えるが、町の見解は。
A　寒川駅前を含めたまちのにぎわ
い創出については、町観光協会をは
じめ、さまざまな団体が事業を展開
しています。歩行者専用道路を利用
するにあたっては、道路の幅員など
一定の要件、沿道住民や関係機関と
の協議なども必要です。寒川駅前の
にぎわい創出について、町としてもさ
まざまな団体と連携し取り組みます。

Q　DXの推進について、サービス
や製品などを広域連携により調達す
ることで、スケールメリットを生か
し費用削減など期待できると考える
が、町の見解は。
A　広域連携による共同調達につい
ては、町単独の場合と比較して、ス
ケールメリットが働くことから、有
効な手段であると認識しています。
今後もさまざまな枠組みを有効活用
し、効果的かつ効率的な自治体DX
の推進に取り組みます。

Q　高齢者支援策として認知症地域
支援推進員の増員と包括支援センタ
ーの北部地域への設置が必要と考え
るが、町の見解は。
A　高齢化が進む中、認知症の方の
数は増えていき、認知症地域支援推
進員の役割、重要度はますます高ま
ると考えています。地域包括支援セ
ンターの北部地域への設置について
は、出張相談の状況等を踏まえ、そ
の在り方を検討していきたいと考え
ます。

広
域
連
携
に
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の
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源
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を

吉田　悟朗　委員
（さむかわ自民党）

関口　光男　委員
（公　明　党）

十
分
な
高
齢
者
支
援
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
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二次元コードから本会議の映像を
ご覧いただけます。

令和5年度予算を

討 論

▼予算特別委員会　委員別賛否結果 ○：賛成　●：反対

岸本委員長は表決には加わりません。

会　計　区　分
委　員　名

一 般 会 計
特　別　会　計

国　保 後期高齢 介護保険 下水道
委 員 長　　岸　本　　　優　（さむかわ自民党） ― ― ― ― ―
副委員長　　栁　田　　　遊　（フォーラム寒川） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　山　田　政　博　（日 本 共 産 党） ● ● ● ● ●
委　　員　　茂　内　久　代　（大　　志　　会） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　吉　田　悟　朗　（さむかわ自民党） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　関　口　光　男　（公　　明　　党） ○ ○ ○ ○ ○

賛  成

算出根拠に基づいた
予算計上を評価

　少子高齢化の影響や公共施設の
更新・維持管理などの財政硬直化を
もたらす課題がある中で、予算の算
出根拠や効果が数字に反映されてい
るかどうかを観点に審査しました。
　結果、マーケティング推進事業費
では、認知度を向上させ選ばれるま
ちとして政策立案に向けたニーズ把
握をするための知識や技術習得を狙
いとした予算、デジタル推進事業費
では、窓口サービスのデジタル化や
キャッシュレス決済の導入などによっ
て利便性向上、職員の業務負担の軽
減など定性的・定量的な効果を根拠
とした予算、子育て支援事業費では、
保育の受け皿確保や利用者支援に
伴う課題解決に向けた予算でした。
　さまざまな事業がある中で、しっか
りと算出根拠に基づいて予算が計上
されていることを評価します。
　財政健全化に向け、町の行財政運
営が住民の福祉の増進に努めるとと
もに、最小の経費で最大の効果を挙
げるように予算が執行されることを
期待し、一般会計予算および他の4
特別会計予算に賛成します。

フォーラム寒川反  対

町民の福祉の向上と暮らし
の負担軽減のための予算を
　コロナ禍の下、町民の福祉の向
上、暮らしの負担軽減になっている
かという観点で審査に臨みました。
　税収増を見込んで過去最高の予
算計上となっていて、目的別構成で
は民生費や衛生費、性質別構成で
も扶助費の金額は増えていますが、
構成比では減っています。
　財政調整基金の適正額は 1 割か
ら 2 割程度が適当とのことで、予
算からすると多いと感じます。
　平和推進事業は、平和の大切さ
を、世代間を超えて伝えていく事が
重要だという認識は同じでしたが、
積極的な事業展開が見られないた
め改善を求めます。
　物価高騰の中、町民の生活は苦
しくなっているため、財政調整基金
や新幹線新駅整備基金積立金など
の積み立てではなく積極的に活用
し、町民の福祉向上に使うべきと考
え、一般会計予算について反対とし
ます。
　なお、他の 4 特別会計について
も保険料の減額などさらなる負担軽
減と国や県の公費負担増額を求め
るべきとして反対します。

日本共産党賛  成

町の未来を切り開く
予算を評価

子育て関連事業費や障害福祉事
業費の増とともに、新たな事業とし
て自治体 DX に関する事業やがん
患者のための医療用ウィッグ購入
費助成、胃がんリスク検診の実施
など町民ニーズを踏まえた数多く
の事業が実施されることとなりま
す。これらの取り組みは町民の暮
らしを守り、将来を担う次世代に対
し責任を持った町の未来を切り開く
予算だと評価します。

一方、デジタル技術が日々進歩
している中で、システム等の導入
に際して、多額の費用がかかる DX
の推進、ごみ・資源物収集の衛生
指導員の負担や成り手不足、教育
行政では課題解決への対応体制
が整っているかなど、しっかりとし
た検証がなされることを望みます。

未曽有の感染症を乗り越え、生
まれくる新しい時代の価値観に、
町民に寄り添った行政運営を通じ
て、この町の明るい未来を切り開
いていただけるものと期待して、
一般会計予算および他の 4 特別会
計予算に賛成します。

さむかわ自民党

予算特別委員会特集　〜各委員総括質疑・討論〜
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〈
議
案
第
１
号
〉出

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
に
関
す
る

予
算
を
追
加
し
ま
す

Pickup 1

●　
１
月
第
２
回
・
３
月
会
議　
●

寒
川
町
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

１
月
第
２
回
会
議　
会
議
期
間  

１
月
25
日

3
月
会
議　
　
　
　
会
議
期
間  

２
月
21
日
か
ら
３
月
27
日

※
議
案
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
、
６
月
上
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。

１
月
第
２
回
・
３
月
会
議
の
議
案
は

町
長
提
出
議
案
・
・
・
・
18
件

委
員
会
提
出
議
案
・
・
・
1
件今号では

この中から
５つを

Pick up

Q　
年
度
途
中
で
転
入・転
出
さ
れ
た
方
、Ｄ
Ｖ

な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で
住
民
票
登
録
地
と

住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
違
う
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

の
対
応
は
。

A　
事
業
開
始
日
よ
り
前
に
転
出
さ
れ
た
方

は
経
済
的
支
援
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で
住
民
票
が

町
に
無
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、現
住
所
地
を

確
認
の
上
、面
談
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、子

育
て
応
援
ギ
フ
ト
の
支
給
を
行
う
こ
と
は
差
し

支
え
な
い
と
の
国
の
考
え
に
基
づ
き
、適
切
に

対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
妊
婦
・
産
婦
の
ほ
か
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
同
居
家
族
に
対
し
て
保

健
師
等
に
よ
る
面
談
を
行
う
伴
走
型
相
談
支
援
と
、
総
額
で
10
万
円
相

当
を
支
給
す
る
経
済
的
支
援
を
実
施
し
、
全
て
の
妊
婦・子
育
て
家
庭
が
、

よ
り
安
心
し
て
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
た
め
の
予
算

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
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健康管理センター

※
ウ
ェ
ブ
上
で
の
登
録
は
手
数
料
３
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

犬
の
登
録
手
続
き
が
ウ
ェ
ブ
上
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

指
定
管
理
者
へ
物
価
高
騰
に
対
す
る

支
援
金
を
交
付
し
ま
す

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
指
定
管
理
者
の
適
正

な
管
理
運
営
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
寒
川
町
指
定
管
理
者
制
度

導
入
施
設
運
営
持
続
化
支
援
金
交
付
要
綱
」
を
令
和
５
年
１
月
に
制
定

し
ま
し
た
。
当
該
交
付
要
綱
で
定
め
た
支
援
金
を
交
付
す
る
た
め
の
予

算
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
動
物
愛
護
管
理
法
の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等

で
譲
渡
さ
れ
る
犬
お
よ
び
猫
に
つ
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
が

義
務
化
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
狂
犬
病
予
防
法
に
特
例
制
度
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
特
例
制
度
へ
の
参
加
に
伴
い
手
数
料
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

Pickup 3

Q　
指
定
管
理
者
の
募
集
要
項
で
の
リ
ス
ク
分

担
表
で
は
人
件
費
、物
件
費
等
物
価
変
動
に
伴

う
経
費
の
増
の
負
担
者
は
指
定
管
理
者
と
な
っ

て
い
る
が
。

A　
今
回
に
つ
い
て
は
、通
常
の
物
価
変
動
と

は
違
い
、想
定
を
超
え
る
も
の
と
判
断
し
支
援

す
る
も
の
で
す
。

Q　
光
熱
費
等
の
高
騰
は
続
く
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
が
、今
後
も
同
程
度
の
支
援
を
考
え
て
い

る
の
か
。

A　
基
本
協
定
等
に
お
い
て
、定
め
の
な
い
事

項
は
町
と
指
定
管
理
者
と
の
協
議
事
項
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Pickup 2

1 月第 2 回・3 月会議　議案審査
〈
議
案
第
2
号
〉

〈
議
案
第
11
号
〉

Q　
特
例
制
度
に
参
加
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

A　
登※

録
手
続
き
が
ウ
ェ
ブ
上
で
可
能
と
な
る

た
め
、飼
い
主
が
役
場
窓
口
で
行
っ
て
い
た
手

続
き
が
不
要
に
な
る
こ
と
や
、町
へ
の
登
録
手

数
料
の
３
千
円
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、職
員
の
登
録
に
関
す
る
事
務
手
続
き

の
効
率
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

Q　
今
ま
で
窓
口
で
発
行
し
て
い
た
鑑
札
は
ど

う
な
る
の
か
。ま
た
、予
防
接
種
を
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
見
極
め
方
は
。

A　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
鑑
札
の
代
わ
り
と
な

り
ま
す
。ま
た
、狂
犬
病
予
防
の
注
射
済
票
の

装
着
義
務
に
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
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Pickup 5
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が決

ま
り
ま
し
た

　
国
に
お
い
て
、
保
育
所
等
で
の
重
大
事
故
が
繰
り
返
し
発
生
し
た

こ
と
や
、
送
迎
バ
ス
で
の
園
児
置
き
去
り
事
案
を
受
け
て
、
乳
幼
児

の
安
全
確
保
を
図
る
具
体
的
な
対
策
を
記
述
す
る
改
正
が
省
令
に
加

え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
条
例
に
も
関
連
規
定
を
加
え
る
も
の

で
す
。

乳
幼
児
の
安
全
確
保
を
図
る
規
定
を

町
の
条
例
に
追
加
し
ま
す

Pickup 4
〈
議
案
第
13
号
〉

〈
議
案
第
17
号
〉

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
同
意
し

ま
し
た
。

Q　
町
と
し
て
安
全
管
理
を
ど
の
よ
う
に
確
認

し
て
い
く
の
か
。

A　
国
か
ら
の
通
知
を
各
施
設
に
周
知
し
、各

施
設
が
策
定
し
て
い
る
安
全
計
画
の
提
出
を

求
め
、監
査
や
実
地
指
導
な
ど
の
確
認
を
し
て

い
き
ま
す
。

Q　
安
全
管
理
は
当
然
や
る
べ
き
こ
と
だ
が
、

事
業
者
も
計
画
策
定
な
ど
相
当
な
負
担
が
か
か

る
と
考
え
る
が
、町
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

A　
ご
相
談
い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、県
に
確

認
を
と
る
な
ど
、サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

●　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
　

木き　
内う

ち　
和か

ず　
美み　
氏　

　
　
任
期
（
令
和
５
年
３
月
27
日
か
ら
令
和
５
年
９
月
27
日
ま
で
）

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
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本会議・委員会の記録

1 月第 2 回・3 月会議　議案審査

令和5年第1回定例会　3月会議　審議結果

議案
番号 議　　案

会派名 さむかわ自民党 大志会 フォーラム
寒川

日本
共産党 公明党

議
決
結
果

横
手  

旭

杉
﨑 

隆
之

岸
本  

優

吉
田 

悟
朗

天
利
　
薫

佐
藤 
正
憲

山
上
　
秀
樹

佐
藤 

一
夫

茂
内
　
久
代

栁
田  

遊

柳
下 

雅
子

青
木  

博

山
田 

政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢 

善
行

関
口 

光
男

小
泉 

秀
輔

橋
本 

修
一

3月

2 令和4年度寒川町一般会計補正予算
（第11号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 令和4年度寒川町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第3号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 令和4年度寒川町後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第3号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 令和5年度寒川町一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

6 令和5年度寒川町国民健康保険事業
特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

7 令和5年度寒川町後期高齢者医療事
業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

8 令和5年度寒川町介護保険事業特別
会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

9 令和5年度寒川町下水道事業特別会
計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

10 寒川町会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 寒川町手数料条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12
寒川町特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13
寒川町家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14
寒川町放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正

原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 寒川町子ども・子育て会議条例の
一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 寒川町国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 固定資産評価審査委員会委員の選任 同　意 賛成:16票　反対:0票

18 財産の取得 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

委員会提出
第1号 寒川町議会委員会条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ - 辞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　辞：辞職　 　　　　　　　（天利議長は、表決に加わりません。小泉議員、橋本議員は会派に属さない議員です。）

令和5年第1回定例会　1月第2回会議　審議結果

議案
番号 議　　案

会派名 さむかわ自民党 大志会 日本
共産党 公明党 立憲

さむかわ
議
決
結
果

天
利
　
薫

横
手  

旭

杉
﨑 

隆
之

岸
本  

優

吉
田 

悟
朗

佐
藤 

正
憲

山
上
　
秀
樹

佐
藤 

一
夫

青
木  

博

山
田 

政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢 

善
行

関
口 
光
男

小
泉
　
秀
輔

茂
内
　
久
代

橋
本 

修
一

栁
田  

遊

柳
下 

雅
子

1月
第2回 1 令和4年度寒川町一般会計補正予算

（第10号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　 　　　　（佐藤一夫議長は、表決には加わりません。橋本議員、栁田議員、柳下議員は会派に属さない議員です。）

本会議・委員会の記録を次の二次元コードからご覧いただけます。

本会議
の記録

各委員会
の記録

議案・陳情
等の資料

可決された
意見書・決議
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※
溢
水
＝
水
が
あ
ふ
れ
出
る
こ
と
。

応
を
し
て
い
ま
す
。今
後
、広
域
応
援
協
定

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、関
係
団
体
な
ど
多
方

面
な
受
け
入
れ
を
検
討
し
、具
体
的
な
計

画
か
ら
受
援
体
制
の
明
確
化
を
図
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

Q　
地
理
的
条
件
が
異
な
る
自
治
体
と
の

相
互
応
援
協
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
。

A　
災
害
時
に
多
種
多
様
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
は
大
変
心
強
い
こ
と
か
ら
、

地
理
的
条
件
の
異
な
る
他
自
治
体
と
協
定

を
締
結
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

Q　
難
病
患
者
の
避
難
先
に
お
け
る
町
の

取
り
組
み
は
。

A　
保
健
師
等
の
巡
回
に
よ
る
体
調
把
握

を
行
い
、病
状
に
よ
っ
て
は
、協
定
先
の
福

祉
避
難
所
や
最
寄
り
の
救
護
所
、医
療
機

関
へ
搬
送
し
ま
す
。

Q　
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
埋
め
込
み
に

つ
い
て
、町
の
考
え
は
。

A　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
有
用
性
を
、町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
物
関
係
の
イ
ベ
ン
ト

に
て
周
知
啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q　
町
は
長
い
間
、普
通
交
付
税
不
交
付

団
体
で
在
り
続
け
て
き
た（
平
成
24
・
25

年
度
を
除
く
）背
景
が
あ
る
が
、平
成
元

年
度
に
63
％
で
あ
っ
た
経
常
収
支
比
率
が

98
％
に
至
る
な
ど
、近
年
財
政
硬
直
化
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
は
統
計
上
の
数
字

か
ら
裏
付
け
さ
れ
る
。

　
高
齢
化
に
よ
る
扶
助
費
と
繰
出
金
の

さ
ら
な
る
増
加
、人
口
減
少
や
経
済
環
境

の
変
化
に
よ
る
税
収
の
減
少
な
ど
財
政

硬
直
化
の
要
因
が
あ
る
中
で
、次
世
代
に

ツ
ケ
を
残
さ
な
い
た
め
に
、町
は
ど
の
よ

う
に
財
政
健
全
化
に
向
け
た
行
財
政
運

営
を
進
め
て
い
く
の
か
。

A　
本
町
は
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い

ま
す
が
、近
年
は
長
引
く
不
況
な
ど
の
影

Q　
内
水
氾
濫
リ
ス
ク
に
対
し
、河
川
管

理
者
で
あ
る
県
へ
の
要
望
は
。

A　
河
床
の
し
ゅ
ん
せ
つ
や
低
水
時
期
の

樹
木
の
伐
採
、草
刈
り
等
の
実
施
と
併
せ
、

都
市
化
に
よ
る
雨
水
流
出
量
の
増
加
に
伴

う
水
位
上
昇
に
対
す
る
溢※

い
っ
す
い水
対
策
の
強
化

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、小
出
川
に
つ
い
て

は
、早
期
の
改
修
工
事
お
よ
び
遊
水
地
整

備
の
早
期
実
施
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

Q　
災
害
時
応
援
受
援
計
画
の
策
定
状

況
は
。

A　
地
域
防
災
計
画
に
受
援
計
画
の
策
定

を
掲
げ
て
お
り
、災
害
時
職
員
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
受
援
体
制
を
追
加
す
る
な
ど
の
対

響
に
よ
り
税
収
等
が
低
迷
す
る
中
で
、少

子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、義
務
的
経
費

と
な
る
扶
助
費
等
の
伸
び
が
著
し
く
、平

成
23
年
以
降
は
経
常
収
支
比
率
も
90
％

を
超
え
た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、多
様
化
す
る
価
値

観
の
下
で
町
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
魅
力
あ

る
施
策
展
開
に
よ
る
結
果
で
す
が
、こ
の

町
の
居
住
価
値
を
高
め
、「
住
み
続
け
た

い
と
思
わ
れ
る
ま
ち
」に
向
け
て
の
必
要

不
可
欠
な
財
政
投
資
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、財
政
硬
直
化
と
い
っ
た
視
点
で

柔
軟
な
行
政
運
営
に
対
す
る
影
響
も
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、各
種
財
政
指
標
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、税
等
の
自
主
財
源
の
確

保
、国
・
県
補
助
金
の
活
用
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
獲
得
な
ど
歳
入
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、町
総
合
計
画
の
実
効
性
を
担

保
す
る
こ
と
で
、地
域
経
済
の
好
循
環
を

生
み
出
す
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
、選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
命
を
守
る
た
め
に

さ
ら
な
る
災
害
対
策
の
強
化
を

次
世
代
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い

町
の
行
財
政
運
営
を
問
う

出典：町公共施設再編計画より

栁田　遊 議員

小泉 秀輔 議員
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Q　
文
部
科
学
省
か
ら「
学
校
給
食
費
の

無
償
化
の
実
施
状
況
」が
公
表
さ
れ
た
。

調
査
結
果
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　
平
成
29
年
度
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、全
国
で
４
・
７
％
の
自
治
体
が
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
と
把
握
し
て
ま
す
。

Q　
公
表
か
ら
５
年
た
ち
無
償
化
が
広
が

っ
て
い
る
。町
も
限
定
的
で
あ
る
が
、無
償

化
を
実
施
し
た
理
由
は
。

A　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
方
針
の
第
２
弾
緊
急
経

済
対
策
の
緊
急
支
援
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

Q　
住
民
福
祉
向
上
に
責
任
を
持
つ
自
治

体
と
し
て
無
償
化
の
意
義
を
問
う
。

Q　
さ
む
か
わ
中
央
公
園
の
特
徴
は
。

A　
町
中
央
部
に
位
置
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス

が
可
能
で
す
。公
園
中
央
部
分
の
ス
ペ
ー

ス
が
広
く
確
保
さ
れ
、開
放
的
で
あ
り
、イ

ベ
ン
ト
等
に
も
利
用
し
や
す
く
、パ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。広
域
避

難
所
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
、防
災
、救
急
と
い
っ
た

面
で
の
機
能
的
な
特
徴
も
有
し
て
い
ま

す
。

Q　
さ
む
か
わ
中
央
公
園
の
管
理
体
制
と

運
営
状
況
は
。

A　
安
全
で
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、施
設
修
繕
や
樹
木
の
剪せ

ん

定て
い

等
維
持

管
理
が
欠
か
せ
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す
。

A　
一
定
の
意
義
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、無
償
化
に
つ
い
て
は
、多
く
の
財
源
を

必
要
と
す
る
た
め
、慎
重
な
議
論
も
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。

Q　
「
18
歳
ま
で
の
拡
充
と
な
る
と
、収
入

が
あ
る
方
や
高
校
は
義
務
教
育
で
は
な
い

の
で
軽
減
を
ど
こ
ま
で
図
る
か
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
」と
以
前
回
答
し

て
い
た
。問
題
解
決
の
経
緯
を
問
う
。

A　
長
引
く
物
価
高
騰
は
、経
済
的
負
担

と
し
て
子
育
て
家
庭
の
家
計
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、小
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、小

児
を
養
育
し
て
い
る
方
が
そ
の
小
児
の
分

と
し
て
支
払
う
医
療
費
に
対
し
て
助
成
を

受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
の
で
、一
定
の
収
入

が
あ
っ
て
も
養
育
義
務
者
の
扶
養
か
ら
外

れ
る
と
い
っ
た
状
況
が
な
け
れ
ば
、助
成
対

象
と
し
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
考
え
、

助
成
対
象
を
高
校
３
年
生
相
当
ま
で
引
き

上
げ
る
と
い
う
判
断
を
し
ま
し
た
。

遊
具
、ト
イ
レ
の
修
繕
業
務
や
芝
刈
り
、剪

定
等
の
委
託
を
は
じ
め
、公
園
愛
護
会
の

方
々
に
よ
る
清
掃
や
手
入
れ
、町
職
員
に

よ
る
直
営
作
業
等
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま

す
。

Q　
公
園
内
へ
の
自
転
車
の
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
は
制
限
が
あ
る
か
。

A　
寒
川
町
都
市
公
園
条
例
に
お
い
て
、

町
内
の
公
園
全
て
が
乗
り
入
れ
禁
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Q　
公
園
内
で
自
転
車
等
と
接
触
な
ど
を

し
て
け
が
を
し
た
場
合
、ど
の
よ
う
な
管

理
責
任
が
発
生
す
る
か
。

A　
施
設
管
理
者
の
管
理
責
任
に
つ
い
て

は
、管
理
瑕か

疵し

の
有
る
無
し
に
よ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

Q　
町
民
か
ら
も
提
案
の
あ
っ
た
、さ
む

か
わ
中
央
公
園
駐
車
場
の
有
料
化
の
検
討

状
況
は
。

A　
か
ね
て
よ
り
検
討
を
進
め
て
い
ま
す

が
、社
会
状
況
と
合
わ
せ
駐
車
場
の
現
状

を
把
握
し
、適
切
か
つ
妥
当
な
方
向
性
を

見
い
だ
し
て
い
き
ま
す
。

小
児
医
療
費
無
償
、
拡
充
を
問
う

さ
む
か
わ
中
央
公
園
の

管
理
と
運
営
に
つ
い
て
問
う

満
遍
な
く
支
援
で
き
る

学
校
給
食
費
の
無
償
化
実
現
を

一般質問 議員 8人が町政を問う

山上 秀樹 議員

青木　博 議員
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※
１　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
３
＝
分
散
型
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
称
さ
れ
る
次
世
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
こ
と
。

※
２　
チ
ャ
ッ
ト
Ａ
Ｉ
＝
ユ
ー
ザ
ー
が
入
力
し
た
質
問
に
対
し
て
、
対
話
形
式
で
Ａ
Ｉ
が
答
え
る

　
　
　
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、教
育
委

員
会
の
巡
回
相
談
員
、訪
問
相
談
指
導

員
、心
理
相
談
員
等
で
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
不
安
や
悩

み
等
に
よ
り
早
い
段
階
で
気
付
き
、適
切

に
対
応
が
で
き
る
よ
う
、今
後
と
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Q　
子
ど
も
食
堂
な
ど
子
ど
も
の
居
場
所

が
増
え
て
い
る
中
、地
域
の
方
々
と
の
連

携
も
大
切
と
考
え
る
が
。

A　
町
と
し
て
も
、地
域
の
方
々
と
協
力

し
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

へ
の
気
持
ち
に
配
慮
し
な
が
ら
意
識
啓
発

で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

Q　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、

「
町
民
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の
た

め
の
相
談
窓
口
の
設
置
」「
未
来
を
見
据

え
、Ｗ※

１
Ｅ
Ｂ
３
や
チ※
２
ャッ
ト
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

対
す
る
研
究
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
設
置
」以
上
２
点
を
実
施
し
て
は
。

A　
相
談
窓
口
の
設
置
は
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
れ
な
い
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
」の

実
現
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

一
方
、専
門
的
知
識
を
有
す
る
人
材
確
保

等
の
課
題
が
生
じ
る
た
め
、国
の
動
向
や

近
隣
市
と
の
連
携
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、

ま
ず
は
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

活
用
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置
に
つ

い
て
は
、組
織
横
断
的
に
検
討
す
る
場
を

Q　
一
年
前
の
一
般
質
問
に
て
、ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
、周
知
、支
援
を
訴

え
た
が
、町
の
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
。

A　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
、相
談
で
き
る
団
体

等
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
形
を
整
え
ま

し
た
。ま
た
、普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
町
内

掲
示
板
に
掲
示
し
、広
く
町
民
の
目
に
触

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。町
青
少
年
問
題

協
議
会
で
は
、県・町
社
会
福
祉
協
議
会
よ

り
講
師
を
招
き
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
実
態
調
査
を
行
い
な
が
ら
、町
の

実
情
に
即
し
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Q　
子
ど
も
と
の
接
点
が
多
い
学
校
で
の

取
り
組
み
は
。

A　
日
々
の
健
康
観
察
や
遅
刻
、欠
席
、

学
習
状
況
等
の
把
握
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
観
察
し
、学
校
全
体
で
組
織

的
に
気
に
な
る
子
な
ど
の
情
報
を
共
有
し

て
い
ま
す
。ま
た
、心
理
や
福
祉
の
専
門
人

材
の
活
用
も
重
要
と
考
え
、県
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
問
う

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
て

町
の
支
援
体
制
の
確
立
を

一般質問で使用した議員作成資料より

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
活
用
と
育
成

横手　旭 議員

茂内 久代 議員

創
出
し
な
が
ら
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
活
用
と

育
成
に
つ
い
て
、「
副
業
人
材
制
度
の
導
入

検
討
」「
人
材
採
用
系
企
業
と
の
連
携
」「
職

員
へ
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
制
度
の
積
極
導

入
」以
上
３
点
を
実
施
し
て
は
。

A　
民
間
企
業
で
は
、多
様
な
働
き
方
を

認
め
る
こ
と
で
人
材
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、ス
キ
ル
や
自
主
性
の
向
上
を
見
込

み
、副
業
を
認
め
る
流
れ
に
あ
り
ま
す
。　

　
町
で
も
、柔
軟
な
雇
用
形
態
や
活
用
指

標
な
ど
を
研
究
し
な
が
ら
副
業
人
材
、企

業
と
の
包
括
連
携
協
定
な
ど
最
善
の
方
法

を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、職
員
へ
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
制
度
に

つ
い
て
は
、特
に
Ｄ
Ｘ
推
進
へ
の
対
策
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、あ
ら
ゆ

る
分
野
で
価
値
創
出
の
た
め
取
り
組
め
る

よ
う
努
め
ま
す
。
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で
す
が
、県
も
新
た
な
支
援
の
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
の
で
、町
と
し
て
も
計
画

的
に
設
置
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

Q　
激
し
い
痛
み
を
伴
う
帯
状
疱
疹
は
、

加
齢
と
と
も
に
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る

が
、予
防
で
き
る
疾
病
で
も
あ
る
。ワ
ク
チ

ン
接
種
も
予
防
の一つ
だ
が
、予
防
に
関
し

て
町
の
見
解
は
。

A　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、副
反
応

や
健
康
被
害
の
課
題
も
あ
り
、町
が
推
奨

す
る
場
合
は
定
期
接
種
が
基
本
と
考
え
て

い
ま
す
。現
在
、帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
は
国
で
検
討
さ
れ
て
い
る
の

で
、そ
の
議
論
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ワ
ク
チ
ン
以
外
の
予
防
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
体
操
の
機
会
な
ど
で
、町
保

健
師
等
の
専
門
職
職
員
に
よ
る
帯
状
疱
疹

を
含
め
た
感
染
症
予
防
に
関
す
る
ミ
ニ
講

座
な
ど
を
実
施
し
、日
常
生
活
で
の
感
染

予
防
対
策
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、こ
ど
も
家
庭
庁
設
置

法
や
、令
和
６
年
４
月
の
改
正
児
童
福
祉

法
施
行
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、子
育
て

支
援
策
を
進
め
る
た
め
に
、子
ど
も
を
施

策
の
中
心
に
据
え
た
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
の
留
意
点
と
し
て
、

意
見
を
表
明
す
る
機
会
、施
策
へ
の
反
映

や
参
加
と
い
う
の
は
、子
ど
も
の
視
点
に
立

っ
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Q　
こ
ど
も
基
本
法
が
町
総
合
計
画
の
人

づ
く
り
に
生
か
さ
れ
新
化
す
る
町
に
つ
な

が
る
効
果
的
な
行
政
運
営
の
在
り
方
と
は
。

A　
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
の
視
点
で
の
捉

え
方
が
、大
き
な
役
割
を
持
っ
て
く
る
と

考
え
ま
す
。総
合
計
画
は
、全
て
の
年
代
の

方
を
対
象
と
し
ま
す
が
、中
で
も
未
来
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
も
大
変
重
要
視
し

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
環
境
整
備
と
し

て
、子
ど
も
の
意
見
も
踏
ま
え
た
中
で
具

体
化
あ
る
い
は
具
現
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q　
１
９
２
４
年
に
児
童
の
権
利
に
関
す

る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
が
出
さ
れ
、１
９
８
９

年
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
が
国
連
総

会
で
採
択
。２
０
２
３
年
４
月「
こ
ど
も
基

本
法
」が
施
行
。６
つ
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
施
策
を
実
施
す
る
責
務
が
生
じ
る
が
、

そ
の
意
義
と
活
用
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。今
後
の
取
り
組
み
の
留
意
点

と
具
現
化
に
向
け
て
の
体
制
づ
く
り
へ
の

考
察
は
。

A　
こ
の
法
律
は
、子
ど
も
施
策
を
推
進

す
る
際
の
共
通
の
基
盤
に
な
る
も
の
と
し

て
、理
念
や
基
本
的
事
項
を
定
め
、社
会

全
体
で
総
合
的
に
子
ど
も
施
策
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Q　
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る一番
の

問
題
は
食
事
で
も
飲
料
水
で
も
な
く
、ト

イ
レ
で
あ
る
こ
と
が
全
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。町
で
は
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
が
進
ん
で
い
な

い
が
、広
域
避
難
場
所
へ
の
設
置
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
問
う
。

A　
避
難
者
の
健
康
管
理
や
衛
生
対
策
の

観
点
か
ら
、ト
イ
レ
は
重
要
な
課
題
で
す
。

現
在
は
簡
易
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て
い
ま
す

が
、長
期
間
の
使
用
を
考
慮
す
る
と
、下

水
道
管
路
に
直
接
流
せ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
は
有
効
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
広
域
避
難
場
所
で
あ
る
学
校
教
育
施
設

は
将
来
的
な
更
新
が
想
定
さ
れ
て
い
る
中

一般質問 議員 8人が町政を問う

帯
状
疱
疹
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み
は

災
害
時
に
備
え
広
域
避
難
場
所
へ
の

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
早
期
設
置
を

「
こ
ど
も
基
本
法
」
の
理
念
を

生
か
し
た
子
ど
も
施
策
の
推
進
を

関口 光男 議員

東日本大震災時に使用されたマンホールトイレ
出典：国土交通省ホームページより

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/
sewerage/mizukokudo_sewerage_
tk_000411.html

柳下 雅子 議員
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　田端西地区のまちづくりの推進に向けた調査研
究を行うため、平成29年3月に田端西地区まちづく
り対策特別委員会を設置しました。
　現地踏査や陳情の審査も含め、特別委員会を合
計で25回開催し、町担当課から事業進捗に関する
報告を受けながら、議会としても調査研究を進める
とともに、議論を重ねてきました。現在は、組合施
行で土地区画整理事業が進められていることから、
特別委員会は、ここで一定の役割を終えたものと判
断し、調査研究を終了することとしました。

田端西地区まちづくり対策特別委員会の
調査研究を終了しました

　総務常任委員会では、議員間討議の結果を踏まえ、
2月10日（金）に町へ「防災・災害デジタル情報共
有化に向けた政策提言書」を提出しました。

「防災・災害デジタル情報共有化に向けた
政策提言書」を提出しました

　文教福祉常任委員会では、3月10日（金）に寒川町営さむかわテニスコート（写真左）およ
び岡田地内に開所した小規模保育施設（写真右）を視察しました。

寒川町営さむかわテニスコート
および小規模保育施設を視察しました

提言書の全文は
こちらから

令和4年6月13日の現地踏査の様子
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　議会改革推進委員会では、令和3年度から令和4年度（第8期）にかけてさまざまな
取り組みを行いました。

　議会の模擬体験を通じて議会制民主主義への理解を深めることを目的として、１月21
日（土）に本会議場で町立小学校６年生の代表による子ども議会が開催されました。新
型コロナウイルスの影響で開催は２年振りとなり、実施後のアンケートでは、「有意義
な時間だった」「緊張したが楽しくできた」などの感想がありました。

　寒川町議会では、当町の各種事業について、他議会からの視察受け入れを行っていま
す。令和4年10月から令和5年3月末時点で5団体の議会が当町を視察されました。

議会改革の取り組みを推進しています

小学6年生による子ども議会が開催されました

行政視察の受け入れ

自 治 体 名 視 察 日 内　　 容
長野県東御市議会 11月11日 ・タブレット導入の取り組みについて

香川県琴平町議会 11月16日
・議会の活性化について
・タブレット端末による議会運営について

開成町議会 12月15日 ・ねたきり高齢者世帯等一般廃棄物戸別収集運搬の
　取り組みについて

愛知県碧南市議会  1月24日 ・タブレットの導入及びmoreNOTEの活用について

和歌山県有田川町議会  1月26日
・議員定数と議員報酬について
・議会運営について

・議員の呼称の変更
・会議規則の改正
・町LINE公式アカウントによる情報発信
・議会基本条例の検討
・アンケートの実施
・議案公開時期の繰り上げ

議会 TOPICS

こ れ ま で の
活 動 内 容 は
こ ち ら か ら



　相模線の宮山駅は昭和６年（1931）７月１日、
寒川と倉見の中間駅として開業しました。寒川神
社の参拝に便利になったと、当時の新聞が報じて
います。
　この絵は、田口雅巳さんが平成２年（1990）
の町制施行50周年を機に描き下ろした「寒川三
十六景」のうちの一枚。平成４年発行の『寒川ふ
るさとカレンダー』に収録されており、「春はス
イセンや菜の花、夏はカンナなどいつも花が絶え
ない」と説明文が添えられています。停車中の気
動車はクリーム色に青いライン入り。昭和61年、
相模線活性化促進協議会がイメージアップのため、
オレンジ色だった車両を塗り変えたもので、青は
相模川をイメージしたものだそうです。

「花咲く駅（宮山）」
田 口 雅 巳 画

表紙解説
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№
206 議会を傍聴される皆さまへ

　新型コロナウイルス感染症予防の観点から、当面
の間は人数を制限した上で傍聴を実施しています。
ご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、会議の模様は、インターネット中継でもご
視聴いただけますのでご利用ください。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合
わせください。

●議会事務局 総務担当　　TEL 0467-74-1111
　　  （内）341・342 

日 月 火 水 木 金 土
5/28 29 30 31 6/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

本会議
（議案上程等）

本会議
（委員長報告等）

総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

  本会議 （一般質問）

本会議
（議案質疑等）

建設経済
常任委員会

東海道新幹線
新駅対策

特別委員会

寒川北インター
チェンジ周辺

対策特別委員会

６月会議日程

午前9時開会（会議の日程等は変更になる場合があります）
※6月12日（月）寒川北インターチェンジ周辺対策特別委
　員会は午後1時15分開会
※6月20日（火）本会議は午前10時開会インターネット生中継・

録画映像はこちらから 傍聴について

さむかわ議会だよりに広告を載せませんか

　さむかわ議会だよりでは有料広告を掲載してい
ます。寒川町議会定例会における議会活動の内容
等を掲載している公的な情報誌です。年4回（2
月、5月、8月、11月）に発行しており、町内全
ての世帯に配布しています。（各号21,200部）

広告募集の概要

掲 載 場 所 裏表紙

広告の規格 縦115mm×横85mm

掲 載 料

1号あたりの掲載料　40,000円

年間（4号）一括申込による掲載料
144,000円

（1号あたり36,000円）

申 込 期 間
掲載を希望する号が発行される月の
3カ月前の1日~3カ月前の20日まで

※広告の原稿は、広告主の負担で作成してください。
※広告の内容に関する責任は、広告主になります。


